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G空間情報センター （開始から4年！）

2

https://www.geospatial.jp



G空間情報センターが実現する社会的機能とネットワーク

 災害時の緊急対応を情報で支援
（通行可能情報等）
 災害時の情報提供（双方向）・
連携のハブ

 災害対応の経験の蓄積

 政府・自治体等のデータ・情報
の「信託」を通じての利活用支
援、オープン化支援
 利活用方法のコンサルティング

 G空間情報の統合・解析、
新たなり活用方法の開発
などを産学官で実施

 多様なG空間情報を検索可能
にする。

 さらに、すぐ使える「社会課題解
決支援パッケージ」として提供

 G空間に関するオープンリソース
（ソフトウェア、データ、人材）
の充実支援、利活用支援

 G空間情報のアウトリーチ

災害対応
情報ハブ

G空間情報
（データ・アプ
リ）の流通支
援部門

G空間情報
の研究開発
部門

政府・自治体
向け「情報信
託銀行」部門

G空間オープン
リソース・ハブ

平常時の情報提供

国民等

自治体・公共団体等
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東大・CSIS等の
研究機関と連携

 「社会課題解決支
援パッケージ」を開発



◆事業の成果

• 第七期の事業

G空間事業

（1）G空間情報センターの運営

• 定常的な国・自治体・民間データの登録と提供

• 災害時における通行実績、緊急撮影等のデータ提供

• データ有償提供

• センター利用会員制度の運用

（2）社会基盤情報の流通・利用促進のための個別分野の価値創造

• 個別データやソリューション提供者との接続を進めるG空間センターのハブ化のための
アーキテクチャ推進（SIPプロジェクト）

• MCF、MCR、MCC等、個別分野の価値創造とDX推進

• 総合的な三次元デジタルツイン環境の開発による国や自治体等のプラットフォーム支援

• 各種研究会の設置による自治体・民間業界の意見集約や標準化

• 有償セミナーの実施

UDC事業

• アーバンデータチャレンジ2019・2020

• 土木学会インフラデータチャレンジとの連携
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 当会の事業はG空間事業とUDC事業に区分
 G空間事業は「G空間センターの運営」と「社会基盤情報の流通・利用促進のための個別分

野の価値創造」



◆事業収益の推移
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第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 第7期

事業収益 8,964,000 15,087,600 181,245,588 42,176,342 45,547,915 115,845,776

経常収益計 11,957,111 17,898,061 186,885,726 51,393,538 54,419,998 120,455,978

第2期, 8,964 

第3期, 15,088 

第4期, 181,246 

第5期, 42,176 第6期, 45,548 

第7期, 115,846 
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事業収益 経常収益計

G空間情報センター設立
G空間情報センターの機能開発
G空間情報センター運用検討

G空間情報センターの運用検討

G空間情報センター運用検討
国と地方自治体の電子納品の連携（MCC）
戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）
国土交通データプラットフォーム構築支援

 主たる収入は会費、受託事業、データ有償販売、有償セミナーの実施など
 事業収益拡大の準備のための受託事業は徐々に増えてきており、今期から黒字に
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◆G空間事業 (1)G空間情報センターの運営

新たに収集したショーケースの例
左図：断面交通量を利用した交通流シミュレーション
上図：Coaido119（119通報アプリ）

 国土交通省国土政策局からG空間情報センター運営に関わる事業を2016年から継続的に受託
 センターへの自治体データの登録、課題やニーズの整理、ショーケースの拡張を実施
 一年間で、データセット数が741増え5,531に、ショーケースの掲載数なども５つ増え、24

になった。



◆G空間事業 (1)G空間情報センターの運営
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2018七月豪雨
兵庫県3Dデータ公開

九州南部豪雨

2018七月豪雨

将来人口・世帯予測ツール公開

 センター開設以来、ユーザー数、アクセス数は堅調に推移し、登録ユーザー8,664人、月間
平均約12万PVになっている。

 大規模災害時にアクセス数が増加（緊急撮影写真や通行実績航の公開）



◆G空間事業 (1)G空間情報センターの運営
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2020/11/30時点HP画面

データセット数

5,714セット

ファイル数

52,095件

登録組織数

459件

人気のデータセット
１．新宿駅周辺屋内地図オープン

データ（令和2年度更新版）
２．静岡県 富士山南東部・伊豆東

部 点群データ
３．将来人口・世帯予測ツールV2

（H27国調対応版）
４．兵庫県_全域数値地形図_ポー

タル（2010年度～2018年度）
５．道路交通情報Ｎｏｗ!!
６．長野県 _CS立体図
７．断面交通量データ（位置情報

付）提供API
８．東京駅周辺屋内地図オープン

データ
９．兵庫県_全域_標高ラスター／

CS立体図（2010年度～2018
年度）

10．兵庫県_全域DEM（2010年度
～2018年度）

 データセット数、登録組織も年々増加しアクセス数だけで言えば、オープンデータ系が多い
 最近はDEMや標高、点群等の３Dデータ、地下や屋内地図が人気



9

◆G空間事業 (1)G空間情報センターの運営

データ利用会員トライアルデータセット

NO データ名／サービス名 提供企業名

1 「道路プロファイラー」利用サービスの1 週間無償利用アカウント ㈱ナビタイムジャパン

2 災害時の通行実績データ パイオニア㈱

3-1 混雑統計レポートサービス ㈱ゼンリンデータコム

3-2 避難所データベースデータ ㈱ゼンリンデータコム

4 ポイント型流動人口データ ㈱Agoop

5 GOOD-3D 朝日航洋㈱
空中写真

6 航空写真 国際航業㈱
航空レーザーデータ

MMS データ

7 リアル3D 都市モデル（250m メッシュ単位） アジア航測㈱

8 断面交通量（トラカン）データ AIGID
API 利用（緯度経度なし版）

9 My City Forecast カスタマイズ機能利用 AIGID

10 有償セミナー参加券 AIGID

 トライアルデータはデータプロバイダーからの協力を得て、一定の有償データをシステム開
発時の試用やプロポーザルなどの企画に使用することに限り、何度でも利用できるようにし
たデータパッケージサービス

 システム開発時に有償データがどんなものかを試行しておきたいといったニーズにも対応
 現状はまだPR不足なので、もう少しわかりやすく見せていきたい
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◆G空間事業 (1)G空間情報センターの運営
 民間データセットについては、一部の売れ筋のものに集中しており、引き続きPRを模索。
 AIGIDオリジナルコンテンツとしては「断面交通情報データAPI（通称：トラカンAPI）」

を提供し、売れ筋の一つとなっている。従来JARTICで直近一カ月の交通量データがオープン
になっているものと、交通管理技術協会で有料販売されている感知器の地図を一体にして、
API化した。

■全国約4万ヶ所に設置された主要
道路の車両検知器（通称：トラカ
ン）の「5分毎の交通量」データ
をAPIとして提供

■時間を遡って範囲指定することが
できるため、過去の断面交通量情
報データを取得することが可能

■商圏分析、集客対策、イベント計
画時の混雑の予測、各種申請作成
のサポート 、交通シミュレー

ション等に活用
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ユーザ会満足度

来場者職業区分

◆G空間事業 (1)G空間情報センターの運営
 G空間EXPO2019への出展、ユーザ会開催
（H31年度G空間情報センター運用による地理空間情報の流通の円滑化及利活用モデルの構築業務内で実施）

 ユーザ会は「とても満足」「満足」が8割（参加者のセンター認知度は8割以上）
 一方、ブース来訪者は半数以上がセンターを知らないと回答、一般向けPRの方法も今後検討



12

◆G空間事業 (2)社会基盤情報の流通・利用促進のための活動
個別データやソリューション提供者との接続を進めるG空間センターの
ハブ化のためのアーキテクチャ推進（SIPプロジェクト）

 内閣府SIPにて、地理空間情報プラットフォームのアーキテクチャや機能等を検討し、プラッ
トフォーム連携やAPIを実装。（東京大学、産総研、価値総合研究所と共同）

 SIPサイバー/アーキテクチャ構築及び実証研究の成果として、スマートシティ分野のアーキ
テクチャ等とあわせて内閣府HPで公表



◆G空間事業 (2)社会基盤情報の流通・利用促進のための活動
SIP：インフラ領域における職人の技の伝承教育と機器実装の研究開発

 トンネル点検における目視や打音の職人技術をレーザ打音、MIMM等の機器とAIを活用して
継承する研究（理化学研究所、量子科学技術研究開発機構、（株）計測検査と共同）

 画像計測から得られる損傷箇所データを、レーザを照射する位置や範囲情報をレーザ打音シ
ステムに提供し、計測結果格納やAPIで外部提供するためのデータベースの研究開発を担当

 将来的にトンネル現場でも投影・可視化できるデータを提供し、点検者の作業を支援する。

国交省

人の判断
が法的な正

機械の判断も法的に正

理研教育システム

G空間

フォトンラボ

土木研
国総研

規制改訂
の働きかけ

工学的前兆判定AIシステム

量研

コンクリート工学

計測検査

駆動電源
（バッテリー）

制御装置

走査
ユニット

窓

レーザー打音
装置ユニット

計測装置

人による
打音

レーザー
打音

MIMM

社会実装

データベース

支援・指導

調査・解析

インフラ以外の計測AI

導入導入
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◆G空間事業 (2)社会基盤情報の流通・利用促進のための活動
ー まちづくり・都市計画（My City Forecast）－

 国立研究開発法人情報通信研究機構から平成30年度～令和2年度まで委託研究。
 公共施設管理システムについては、令和2年度から富山県南砺市から運用を受託。
 MCFの高解像度版にあたるNextMCF（下図）を東大と開発し、南砺市・裾野市で公開。

Next My City Forecastのメイン画面
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◆G空間事業 (2)社会基盤情報の流通・利用促進のための活動
ー インフラ管理（My City Report）－

 2019年4月に立ち上げたMCRコンソーシアムが2年目になり13自治体が有償会員として加入。
 総務省の2020年度の情報通信白書や国交省道路局の概算要求資料にも事例が掲載。
 For Road Managersについては、東大発のスタートアップとしてUrbanX社が起業
 今年度は横展開のための総務省補助事業なども受けている。
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◆G空間事業 (2)社会基盤情報の流通・利用促進のための活動
ー 建設分野のオンライン電子納品推進（My City Construction） －

https://mycityconstruction.jp/より

 2020年12月時点で、9自治体が試行を行い、合計329件、実施受注法人が128になっている。
 静岡県は今年度から本格運用になっており（初年度無償）、来年度から有償化が始まる。
 国土交通データプラットフォームなどと連携予定。

https://mycityconstruction.jp/
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◆G空間事業 (2)社会基盤情報の流通・利用促進のための活動
ー 三次元デジタルツイン環境の開発（デジタルシティサービス） －

https://http://www.digitalsmartcity.jp/より

 2020年4月よりデジタル裾野、デジタル南砺を公開し、12月にデジタル千葉を公開。
 国交省の国土交通データプラットフォームや都市局の三次元モデル事業と連携

https:///
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 リアルタイム災害情報テストサイト

 都市計画基礎調査データを利用して作成した
３次元都市モデル

民間事業者によるリアルタイム災害情報提供研究会

デジタルスマートシティ研究会

・第1回研究会 令和元年10月10日
16:00~18:00
・第2回研究会 令和元年12月23日
16:00~18:00
・第3回研究会 令和2年6月25日
16:00~18:00（オンライン）
・第４回研究会 令和2年９月2９日
16:00~18:00（オンライン）

・第1回研究会 令和2年6月16日
16:00~18:00（オンライン）
・第2回研究会 令和2年9月24日
13:00~15:00（オンライン）

◆G空間事業 (2)社会基盤情報の流通・利用促進のための活動
ー 研究会 －

 各種研究会の設置、運営、支援の実践
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◆G空間事業 (2)社会基盤情報の流通・利用促進のための活動
ー 有料セミナー －

 地理情報・GIS分野の人材育成（ボトムアップ、裾野を広げる活動）、G空間情報センターの
プロモーション・利活用促進、異業種人材とのコラボレーションのきっかけづくりを目的と
したセミナーを開催

 「G空間データマスタークラス」の継続開催

GISを活用したデータ分析・ビジネス活用など技術者向けのスキルアップセミナー
（令和元年12月2・3日 2日間コース 東京会場 受講者13名）

 「超入門セミナー」 新規セミナーのオンライン開催

GISを触ったことがないG空間・GISの初心者向けの入門セミナー
（令和2年6月3・10・24日 3日間コース オンライン開催 受講者 14名）



◆UDC事業
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 UDC（アーバンデータチャレンジ）は、地域課題の解決を目的に、「地域拠点」を単位とす
る日常的なデータ活用型コミュニティづくりと一般参加を伴う作品コンテストで構成．

 応募作品総数は，214件（前年200件）．地域拠点の活動は(延べ) 80回／約1,400名の参加
者／61人のコーディネーター／30人のメンターの規模で開催

 最終シンポジウムは，YouTube Liveメインで東京（東大駒場リサーチキャンパス）とハイブ
リット開催．再生回数は午前258・午後660

UDC2 0 1 9作品応募の動向
• 本応募作品総数︓1 6 2／ 応募率7 5 . 8％

– ファ イナリスト （ 最終審査会） への進出作品︓1 5 （ 約1 0 % ︕）

• 概要エントリー総数：214
• 地域拠点開催イベントからの応募：82
（愛知:10，南北海道・新潟・岐⾩:6，大分・三重・沖縄:5，奈良・岡山:4 …）

【本作品の応募内訳】
• アプリケーション：50作品
• データ：16作品
• アイデア：77作品
• アクティビティ：19作品



「道路・交通」・「生活・文化・地域アーカイブ」の重点分野

• UDC初!?のウェビナー型による話題提供 ▶ 作品制作のヒントに

• https://urbandata-challenge.jp/news/udc2019wg

• 過去の受賞作品の傾向（45）/国立国会図書館のデータベース（123)/
ジャパンサーチの活用(57)/三次元点群データ/ウィキペディアタウン
とウィキデータ(66)/街歩きと地図と公共データ(57)
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UDCの10分野別応募ランキング

https://urbandata-challenge.jp/news/udc2019wg


UDC2019受賞作品
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部門/賞 作品名 代表者名/チーム名

ベスト拠地域点賞 北海道ブロック

地域拠点新人賞 京都ブロック

金賞 石造物3Dアーカイブ 石造物3Dアーカイブプロジェクト

銀賞 不審者・治安情報サービス「ガッコム安全ナビ」 株式会社ガッコム

OTTOP OTTOP Community

船内脱出ゲーム～船長からの挑戦状～ うみねこパン

すその阿波踊り「にわか連」可視化サービス”にわかにGO” Code for SUSONO

小城藩日記プロジェクト 吉賀夏子

銅賞 おにどこデータソン Code for MIKAWA with おにどこ実行委員会

グラウンドデータの整備とオープンデータ化の取り組み 兵庫県グラウンドデータ活用推進チーム

ロジねこ ROJINECO PROJECT

「まびケア」のその後：「まちケア」と防災に役立つデー
タセット公開

「まびケア」運用チーム

自転車事故を無くしたいっ！Bicycle Scouter Code for AICHI

プライバシに配慮した人流センサシステムの開発 一関高専 藤原研究室Bチーム

地域の課題をみつけだす 財政状況資料集Viewer 澁谷英樹

各駅昼間運行本数データ 西沢明

川崎シビックパワーバトル2019 オープン川崎

オープンガバメント推進協議会賞（金賞）船内脱出ゲーム～船長からの挑戦状～（銀賞）「まびケア」のその後：「まちケア」と防災
に役立つデータセット公開（銅賞）小城藩日記プロジェクト
国立国会図書館特別賞 あっちこっち れはっち！ 金沢市特別賞 意義あり！
審査員特別賞 かぜおけ！、洋ナシ画像のオープンデータ化～外観検査自動化を⽬指して～、写真オープンデータ公開に向けて、
Kingyo AI Navi（LINE版）、いきいきの輪


